
別紙（10－3）

番号評価方式自動車の安全性を高める政策名

6,879,630

予
算
の
状
況

執行額（千円）

繰 越 し 等 （ 千 円 ）

計（千円）

△ 99,269

衝突被害軽減ブレーキの年間装着台数　基準値4,201台（平成２２年）　→　目標値6,000台（平成２７年）

【政策ごとの予算額等】

達成すべき目標及び
目標の達成度合いの

測定方法

政策評価結果を受けて
改善すべき点

政策評価結果の予算概算要求等
への反映状況

7,086,190

94,576

6,578,049

20年度

7,185,459

0 0
補 正 予 算 （ 千 円 ）

0

5,264,505

22年度21年度 23年度

5-17

6,483,473

138,478

5,334,489

実績

当 初 予 算 （ 千 円 ）

政策評価調書（個別票１）

24年度概算要求額

3,490,983

6,269,267

4,693

5,269,198

4,983,775
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番号
（千円）

会計 組織／勘定

Ａ 1
自動車安全特
別会計

自動車検査登録勘定

Ａ 2

Ａ 3

Ａ 4

Ｂ 1
自動車安全特
別会計

自動車検査登録勘定

Ｂ 2
自動車安全特
別会計

自動車検査登録勘定

Ｂ 3
自動車安全特
別会計

自動車検査登録勘定

Ｂ 4
自動車安全特
別会計

自動車検査登録勘定

Ｃ 1 ＜ ＞＜ ＞

Ｃ 2 ＜ ＞＜ ＞

Ｃ 3 ＜ ＞＜ ＞

Ｃ 4 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 1 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 2 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 3 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 4 ＜ ＞＜ ＞

の内数

の内数

5,334,489

の内数

4,950,085

869,773

224,363

883,478

2,972,471

の内数

822,486

119,289

24年度
概算要求額

384,404

384,404

の内数

3,490,983

の内数

892,014

1,419,132

238,062

23年度
当初予算額

238,062

自動車検査独立行政法人運営費

事項

小計

対応表に
おいて●
となって
いるもの

小計

自動車検査独立行政法人運営費交付金に必要な経費

予算額

合計

自動車の安全性を高める ５－１７

整理番号

予　算　科　目

対応表に
おいて◆
となって
いるもの

対応表に
おいて○
となって
いるもの

対応表に
おいて◇
となって
いるもの

小計

独立行政法人交通安全環境研究所運
営費

独立行政法人交通安全環境研究所施
設整備費

独立行政法人交通安全環境研究所施設整備に必要な経費

独立行政法人交通安全環境研究所運営費交付金に必要な
経費

政策名

自動車検査独立行政法人施設整備費 自動車検査独立行政法人施設整備に必要な経費

政策評価調書（個別票2）

【政策に含まれる事項の整理】

3,252,921

車両の安全対策に必要な経費

項

業務取扱費

政策評価結果の反映に
よる見直し額合計
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【見直しの内訳・具体的な反映内容】

番号 =個別票1!Q5
（千円）

23年度
当初

予算額

24年度
概算要求額

増減

政策評価結果の概算要求への反映内容事務事業名 整理番号

政策評価調書（個別票3）

政策評価結果の反映に
よる見直し額(削減額)

合計

予算額

自動車の安全性を高める

該当なし

政策名

1政策＝1項の場合は事項名の省略可 



初期値 目標値

17年 18年 19年 20年 21年 22年 22年

3.1% 2.9% 3.0% 2.9% 3.0% 2.9% 3.0%

－ － － － －

20年度 21年度 22年度 23年度

7,185 6,483 5,265 3,491

0 0 0 138

0 99 5 0

7,185 6,582 5,269 3,629

6,880 6,269

99 5

207 309

施策目標の評価、達成
状況及び今後の方向性

施策目標の評価 「順調である」

施策目標個票
（国土交通省22－⑱）

施策目標 自動車の安全性を高める

施策目標の概要及び
達成すべき目標

車両安全対策を実施し自動車の安全性を向上させることにより、平成３０年を目処に交通事故死者数を２，５００人
以下に減少させる。

施策目標の達成状況
及び今後の方向性

業績指標

109　車両対車両衝突事故に
おける死亡事故率（正面衝突）

実績値

　シートベルトやブレーキの技術基準の強化等を行い自動車の安全性能が向上し
たことにより、車両対車両の衝突事故における死亡事故率が順調に減少し、近年、
目標値以下で推移している。
　今後とも、自動車の安全性を向上させる施策を実施していくこととする。

24年度要求額

執行額（百万円）

前年度繰越等（c）
(23年度への繰越は未記載)

合計（a＋b＋c）

予算の
状況

（百万円）

評価

A-3

施策の予算額・執行額等
【参考】

区分

年度ごとの目標値

補正予算（b）
(23年度は1次補正まで記載)

不用額（百万円）

翌年度繰越額（百万円）

当初予算（a）

学識経験を有する者の知
見の活用

国土交通省政策評価会を開催（平成23年７月７日）
【意見等】

担当部局名 自動車局 作成責任者名
技術政策課

（課長　和迩　健二）
政策評価実施時期 平成２３年９月


